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（参考１）「１.４. キャッシュレス決済の普及促進について」関連：キャッシュレス決済を導入していない店舗に
おける判断理由 

現状キャッシュレス決済を導入していない店舗における判断理由としては、「現金のみで特に困っていないから」が最多である一方、
「決済手数料が高いから」も多数を占めており、決済手数料の高さが導入を妨げる大きな要因の一つとなっている。 

 
図表 1 キャッシュレス決済を導入していない店舗における判断理由 

 
 

  



2 

（参考２）「１.４. キャッシュレス決済の普及促進について」関連：今後想定される既存加盟店の動向 
手数料負担が経営に影響を与え始めるキャッシュレス利用率については、5 割前後を中心にばらつきがあり、現時点でも厳しいと

感じ始めているケースも一定数存在する。 
その場合の行動として、キャッシュレス手段を維持しつつ、事業者との交渉または安い事業者への乗り換え等によりコスト削減を

図る想定の事業者が多数いる一方、安価なキャッシュレス決済手段や現金への移行を進めるという事業者も一定数存在する。 

 

図表 2 手数料負担が経営に影響を与え始めるキャッシュレス利用率 

 

 

図表 3 手数料負担が経営に影響を与え始めるキャッシュレス利用率に達した際の取組 

 

【設問文】現在、社会全体のキャッシュレス決済比率は年率 2～3%程度のペースで増加しており、各店舗におけるキャッシュレ
ス決済比率は上昇していくものと予想されます。仮に、あなたがお勤めまたは経営している店舗のキャッシュレス決済比率が現
在の倍になれば、加盟店手数料は今の倍になることになります。それを踏まえて質問です。あなたがお勤めまたは経営している店
舗では、仮に今後売上げ全体に占めるキャッシュレス決済がどの程度の割合まで増加した場合に、加盟店手数料の負担増により
経営に困難を来すと想定されるか、最も当てはまるものをお知らせください。 

【設問文】あなたがお勤めまたは経営している店舗における、売上全体に占めるキャッシュレス決済比率が、経営に困難を来すと
想定される水準に達した際の取組について、当てはまるものをすべてお知らせください。 
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（参考５）インターチェンジフィー公開の事例(Mastercard) 
Mastercard の米国におけるインターチェンジフィーは、「業種」、「企業規模」、「対面 IC、対面磁気、非対面（EC 等）」、「クレ

ジット、デビット、プリペイド」、「消費者向けカード、法人カード」といった要素を組み合わせて、細かに設定され、その料率が公表され
ている。 

 

図表 9 （参考）米国における、インターチェンジフィー公開の一例（Mastercard 社における「消費者向けクレジットカード」のインタ
ーチェンジフィー） 

 

  





8 

（参考７）「３.１.２. 経済効果やコスト削減効果、増加コストの観点」関連：現金の社会コストに関する昨
年度検討会の振り返り 

平成 29 年度調査では、現金決済の社会コストは少なくとも年間約 1.6 兆円が発生していると推計。 
 

図表 11 現金決済の社会コスト 
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（参考８）「３.２. 新たな指標」関連：新指標案１の課題⑦について、分母を補正した場合の推移 
新指標案 1 の課題⑦について、分母を「家計最終消費支出（除く持ち家の帰属家賃）」とした場合のキャッシュレス決済の金

額比率の推移は以下のようになる。 
 

図表 12 現金決済の社会コスト 

 
 

（参考９）「３.２. 新たな指標」関連：決済回数の推移 
公開情報を元にキャッシュレス決済回数の推移を算出。クレジットカードの数字が大手事業者のデータに限られる点に留意が必

要だが、それを加味しても、決済金額に基づいた場合と比べて電子マネーやコード決済の構成比率がかなり大きくなっており、こうした
決済手段の少額決済での利用が急速に拡大していることが見て取れる。 

 
図表 13 決済回数の推移 

  

※クレジットカードショッピング：（一社）日本ク
レジット協会調査 
（注）クレジットカード発行 29 社(信販会社、流通
系クレジット会社、メーカー系クレジット会社、銀
行系クレジット会社)におけるクレジットカード
(消費者金融専用カードは除く)の信用供与額につ
いて、一般社団法人日本クレジット協会が調査を行
い、取りまとめた集計値。なお、2018 年 9 月分よ
り 29 社から 28 社に変更している。 
 
※デビットカード、電子マネー：日本銀行「決済動
向」 
 
※コード決済：（一社）キャッシュレス推進協議会
「コード決済利用動向調査」 
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（参考 13）「４.３.２. レジ業務における所要時間の比較」中央値、四分位範囲の定義 
 中央値（下図の Q2） 

データを小さい順（大きい順）に並べた場合に、中央に位置する値。 
データの件数が偶数の場合は、中央の 2 つの値の平均値を中央値とする。 

 四分位数（下図の Q1,Q2,Q3） 
データを小さい順（大きい順）に並べた場合に、そのデータの数で 4 等分した区切りの値(25％、50%、75%)。 
それぞれ小さい方から第 1 四分位数(Q1、25 パーセンタイル)、中央値(Q2)、第 3 四分位数(Q3、75 パーセンタイル)と呼ぶ。 

 四分位範囲（下図の Q3-Q1） 
第 1 四分位数から第 3 四分位数までの範囲（データの中央 50％部分の範囲）。 
四分位範囲はデータのばらつきを示し、四分位範囲が大きいほど、データのばらつきは大きく、四分位範囲が小さいほどデータが
密集していると解釈する。 
 

図表 27 四分位範囲 

 

  







家計管理上、
現金払いの方が望ましいため

キャッシュレス決済に
非対応の店舗があるため

店舗に生じる手数料が
申し訳ないため

店舗に ○○円以下は
キャッシュレス決済が利用できません や

ランチ利用不可 など、利用条件の
制限が掲示されているため

キャッシュレス決済は
店舗の対応が遅いため

キャッシュレス決済は
スマホの提示などに時間を要するため

5.0%

どのキャッシュレス決済が
使えるか分かりにくいため

その他

特に理由はない

31.7%

9.9%

18.4%

9.2%

12.0%

3.6%

3.4%

28.9%

3.9%

8.1%

4.6%

42.2%

7.6%

10.4%

15.4%

3.0%

24.8%

3.1%

27.3%

7.5%

3.9%

16.2%

3.9%

9.4%

9.8%

32.3%

【スーパー（全国規模の大手チェーン）】 【スーパー（上記以外）】 【ドラッグストア】

12.0%

10.2%

6.5%

17.7%

4.3%

3.7%

10.2%

4.2%

42.9%

【コンビニ】
N＝3,310 N＝3,511 N＝3,186 N＝3,110

【設問】※キャッシュレス決済・現金払い併用者
キャッシュレス決済を使わないことがある理由について、それぞれの場所ごとにお答えください。

3.4%

5.1%

9.2%

5.2%

8.2%

53.3%

8.0%

0.7%

19.7%

50.4%

10.0%

2.0%

6.5%

10.7%

3.8%

5.9%

2.9%

22.4%

【個人商店】 【生活関連サービス】

店舗に生じる手数料が
申し訳ないため

その他 0.3%

キャッシュレス決済に
非対応の店舗があるため

店舗に"○○円以下は
キャッシュレス決済が利用できません"や

"ランチ利用不可"など、
利用条件の制限が掲示されているため

キャッシュレス決済は
スマホの提示などに時間を要するため

家計管理上、
現金払いの方が望ましいため

キャッシュレス決済は
店舗の対応が遅いため

どのキャッシュレス決済が
使えるか分かりにくいため

特に理由はない

59.1%

12.1%

8.4%

7.2%

7.2%

4.7%

8.2%

12.0%

【飲食店】
N＝4,176N＝1,482 N＝2,564

【設問】※キャッシュレス決済・現金払い併用者
キャッシュレス決済を使わないことがある理由について、それぞれの場所ごとにお答えください。
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QRコード

電子マネー
（交通系ICなど）

クレジットカード

デビットカード 6.3%

その他

66.9%

34.4%

28.5%

3.7%

【スーパー（全国規模の大手チェーン）】 【スーパー（上記以外）】 【ドラッグストア】 【コンビニ】

30.6%

6.5%

62.4%

30.1%

5.6%

53.0%

5.5%

27.2%

42.5%

4.8%

33.3%

5.2%

5.9%

38.4%

51.4%

【個人商店】 【生活関連サービス】 【飲食店】

電子マネー
（交通系ICなど）

7.2%

その他

クレジットカード

デビットカード

QRコード

43.5%

23.6%

38.4%

17.0%

62.8%

その他

6.3%

20.1%

33.9%

8.8% 5.6%その他

68.6%

23.2%

6.0%

41.9%

N＝6,633 N＝6,298 N＝6,814 N＝6,976

N＝1,756 N＝3,915 N＝6,037

【設問】※キャッシュレス決済利用者、各チャネルの買い物・サービス利用者
キャッシュレス決済には様々な種類がございますが、どの決済手段をお使いでしょうか。それぞれの場所ごとに、利用される決済手段をす
べてお答えください。

無駄遣いをしそうで不安であった

不正利用や悪用される可能性が不安であった

自分にとって適切な決済手段が分からなかった

18.9%

個人情報流出などのセキュリティに不安があった

盗難・紛失が不安であった

チャージが面倒そうであった

利用開始方法が分からなかった

利用開始手続きが煩雑であった

その他

特に不安であったこと・疑問だったことはない

33.3%

31.8%

24.3%

14.6%

9.0%

8.9%

7.3%

0.5%

28.4%

身の回りにキャッシュレス対応店舗があるか分からなかった 12.9%

N＝8,434

【設問】 ※キャッシュレス決済利用者
キャッシュレス決済の利用開始前、不安だったことや疑問だったことはございますでしょうか。あてはまるものをすべてお答えください。

21







その他

財布を持ち歩かないことが多いため

キャッシュレス決済のポイント等を取得したいため

財布を小銭等で重くしたくないため

特に理由はない

キャッシュレス決済の還元キャンペーン等に参加したいため

家計簿アプリ等にデータを連携させたいため

54.9%

34.0%

26.2%

20.7%

8.2%

3.4%

13.7%

N＝4,347

【設問】 ※キャッシュレス決済非対応店舗を避けるキャッシュレス決済利用者
キャッシュレス決済が利用できない店舗の利用を避ける理由について、あてはまるものをすべてお答えください。

41.7% 58.3%

機会があればキャッシュレス決済を使いたい どんな金額・場所等でも必ず現金で支払いたい

N＝1,566

【設問】※キャッシュレス決済未利用者
ほぼすべての場面で現金払いを利用するとお答えいただいた方にお尋ねします。あなたは今後、キャッシュレス決済を使いたいとお考えで
しょうか。
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盗難・紛失が怖いため

自分にとって適切な決済手段が
分からないため

4.1%

特に理由はない

無駄遣いをしそうなため

個人情報流出などの
セキュリティに不安があるため

利用開始方法が分からないため

不正利用や悪用される
可能性があるため

利用開始手続きが煩雑なため

17.0%

身の回りに
キャッシュレス対応店舗がないため

チャージが面倒であるため

15.6%

その他

46.4%

15.2%

3.1%

5.8%

5.5%

8.4%

9.3%

27.7%

【クレジットカード】 【デビットカード】 【電子マネー（交通系ICなど）】

8.4%

26.3%

5.5%

2.5%

10.6%

11.0%

7.7%

10.0%

12.6%

42.6%

2.0%

6.1%

5.4%

18.5%

9.3%

7.5%

7.4%

2.1%

4.6%

6.4%

24.2%

36.8%

20.4%

9.3%

3.7%

4.3%

5.7%

13.8%

7.5%

37.1%

8.9%

16.1%

1.4%

【QRコード】N＝653

【設問】※ キャッシュレス決済未利用で今後利用意欲がある者
現在キャッシュレス決済を使っていない理由であてはまるものを、キャッシュレス決済手段の種類別にすべてお答えください。

不正利用や悪用される
可能性があるため

盗難・紛失が怖いため

無駄遣いをしそうなため

個人情報流出などの
セキュリティに不安があるため

自分にとって適切な決済手段が
分からないため

身の回りに
キャッシュレス対応店舗がないため

利用開始方法が分からないため

1.2%

38.4%

利用開始手続きが煩雑なため

チャージが面倒であるため

その他

特に理由はない

4.9%

6.9%

2.1%

4.6%

2.9%

4.1%

3.2%

3.8%

27.7%

【クレジットカード】 【デビットカード】 【電子マネー（交通系ICなど）】

5.1%

2.0%

42.6%

21.3%

4.6%

3.7%

1.2%

2.0%

6.9%

8.7%

2.0%

18.8%

5.4%

15.3%

3.8%

2.3%

3.7%

4.0%

4.1%

3.7%

2.1%

36.8%

1.4%

5.5%

0.8%

17.3%

2.0%

5.8%

2.3%

4.9%

11.8%

11.2%

37.1%

【QRコード】N＝653

【設問】※ キャッシュレス決済未利用で今後利用意欲がある者
キャッシュレス決済を使わない最大の理由として最もあてはまるものを、キャッシュレス決済手段の種類別に1つずつお答えください。
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＜調査概要＞

調査実施期間
令和3年12月

調査回答者数
3,012ss
グループに応じて、異なるメッセージを提示した

• グループ①（同調効果なし）1,467ss
• グループ②（同調効果あり）1,545ss

※配布数は同数であったが、回答率に差が生じ、
回答者数に若干の差異が生じた

調査票配布先
第1回消費者意識調査の回答結果を参考に、現状キャッシュレス決済を未利用であるが状況次第で利用したいという意向の
ある方、キャッシュレス決済を利用しているが利用頻度が低い方等に配布

定義
本資料における言葉の定義は以下とする

• キャッシュレス決済未経験者：全ての買い物チャネルで「ほぼすべての場面で現金払いを利用」と回答
• キャッシュレス決済低頻度利用者：全ての買い物チャネルで「ほぼすべての場面で現金払いを利用」、「現金払いの方が
多いが、キャッシュレス決済の時もある」、「キャッシュレス決済と現金払いが半々」のいずれかを回答（上記を除く）
※なお、キャッシュレス決済の利用状況については、第1回消費者意識調査と第2回消費者意識調査で異なる回答をした者がいるが、
第2回消費者意識調査の回答を正として扱った

（参考15）第２回消費者意識調査／調査結果

提示メッセージ一覧
第2回消費者意識調査｜参考

同調効果なしメッセージ 同調効果ありメッセージ

無駄遣いリスク
キャッシュレス決済は家計簿アプリとの連携が簡単にでき、
いくら使ったかの把握が容易でとても便利！
あなたもキャッシュレス決済、始めませんか。

左記メッセージ冒頭に、以下を追加
キャッシュレス経験率は既に85%！
家族やお友達も"いつの間にか"利用を
始めています。

盗難・紛失リスク
”盗難・紛失が不安”と感じているあなた。
キャッシュレス決済には、不正利用で被害に遭ったときに備えた補
償制度があります。あなたもキャッシュレス決済、始めませんか。

個人情報流出リスク
”個人情報流出が不安”と感じているあなた。
決済事業者は"個人情報の取扱いに関するガイドライン"を順守す
ることで、業界全体として安全・安心なキャッシュレスサービスの提
供に努めております。

不正利用・悪用リスク
”不正利用が不安"と感じているあなた。
キャッシュレス決済には、不正利用で被害に遭ったときに備えた補
償制度があります。

感染症対策効果
キャッシュレス決済を使うと現金に触れることなく、とても衛生的。
店員さんもあなたも気持ち良くお買い物ができる！
あなたもキャッシュレス決済を使った、感染症対策しませんか。
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メッセージ提示前（第1回消費者意識調査）

14.9% 45.7% 28.5% 8.8%
2.1%

14.7% 35.0% 39.2% 8.4%
2.7%

メッセージ提示後（第2回消費者意識調査）

とても同意できる 全く同意できないやや同意できる あまり同意できないどちらともいえない

消費者意識調査対象者全体（N=2,944）

メッセージ提示前（第1回消費者意識調査）

16.4% 44.9% 28.7% 7.8%
2.3%

13.4% 36.3% 37.9% 8.9%
3.4%

メッセージ提示後（第2回消費者意識調査）

メッセージ提示前（第1回消費者意識調査）

13.5% 46.4% 28.3% 9.8%
2.0%

15.9% 33.7% 40.4% 7.9%
2.0%

メッセージ提示後（第2回消費者意識調査）

同調効果なし（N=1,431）

同調効果あり（N=1,513）

【設問】※全員
「キャッシュレス決済の利用は、感染症対策になる」あなたは、上記の意見についてどのようにお考えでしょうか。
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＜調査概要＞

調査実施期間
令和３年11月

調査対象
中小企業

• 小売業：50人未満
• 宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業：100人未満

実店舗のある店舗（ECサイトのみの企業は除外）
調査回答数

全体：1,031ss
うちキャッシュレス決済導入済み：825ss

• 小売業：220ss、飲食サービス業：330ss、宿泊業41ss、
生活関連サービス業：193ss、娯楽業：41ss

うちキャッシュレス決済未導入：206ss

（参考16）第１回店舗アンケート／調査結果

キャッシュレス決済の導入経緯
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で導入しているキャッシュレス決済のアクセプタンスマークの掲載について、当てはまるものをすべて
お知らせください。

店舗の外から見える場所に使用できるすべてのマークを掲示している

店舗の外から見える場所にマークを掲示していない

店舗の外から見える場所に使用できる一部のマークを掲示している

レジ付近に使用できるマークを掲示していない

レジ付近に使用できるすべてのマークを掲示している

レジ付近に使用できる一部のマークを掲示している

32.8%

15.8%

8.8%

39.6%

14.2%

23.0%

N=825

6.8%

特定のキャッシュレス決済事業者から提案・営業を受けて、
その事業者と契約した

キャッシュレス決済事業者から提案・営業を受けて興味を持ったので、
資料を請求したり、話を聞いたりして、その中から契約する事業者を決めた

複数のキャッシュレス決済事業者から提案・営業を受けて、
その中から契約する事業者を決めた

キャッシュレス決済代行事業者から提案・営業を受けて興味を持ったので、
資料を請求したり、話を聞いたりして、その中から契約する事業者を決めた

自らキャッシュレス決済に関する資料を請求したり、話を聞いたりして、
その中から契約する決済事業者を決めた

特定のキャッシュレス決済代行事業者から提案・営業を受けて、
その事業者と契約した

複数のキャッシュレス決済代行事業者から提案・営業を受けて、
その中から契約する事業者を決めた

自らキャッシュレス決済に関する資料を請求したり、話を聞いたりして、
その中から契約する決済代行事業者を決めた

その他

分からない

37.5%

13.7%

9.1%

16.7%

8.7%

4.8%

5.3%

2.1%

22.2%

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、キャッシュレス決済を導入した経緯について、当てはまるものをすべてお知らせください。

決済代行事業者（PSP）
合計約25.6％

N=825
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キャッシュレス決済の導入効果メリット

店舗の売上が増えた

店舗の来客数が増えた

店舗での売上データの集計にかかる手間や時間が減った

来店客一人あたりの売上が増えた

16.4%
売上の未回収リスクが減った

本社での売上データの集計にかかる手間や時間が減った

レジ現金残高の確認作業の手間や時間が減った

50.7%

レジ締め時の違算金の発生頻度が減った

自社での購買データを活用したマーケティングなどにより売上が増えた

金融機関での現金の両替にかかる手間や時間が減った

つり銭をレジに準備する作業にかかる手間や時間が減った

5.1%

4.5%金融機関への売上金（現金）の入金にかかる手間や時間が減った

13.1%

金融機関への入金や両替にかかるコスト（両替手数料など）が減った

レジでの決済時間が短縮された

店舗・レジまわりの衛生が改善された

決済事業者による購買データを活用したマーケティングなどにより売上が増えた

5.7%

その他

特に効果やメリットは感じなかった

11.2%
10.9%

9.1%
9.5%

5.6%

2.2%

2.1%
7.4%
8.1%

2.8%

1.5%
1.3%
1.2%

経理財務業務が効率化された

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、実際にキャッシュレス決済を導入することによって得られた効果やメリットについて、当てはまる
ものをすべてお知らせください。

N=825
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27.8% 16.7% 22.2% 11.1% 22.2%全体
(N=18)

10％程度、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った
20％程度、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った 50％以上、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った
30％程度、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った
40％程度、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った

50％程度、金融機関への入金や両替にかかるコストが減った

入金や両替にかかるコストがゼロになった

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗では、実際にキャッシュレス決済を導入することによって、どのくらい金融機関への入金や両替にか
かるコスト（両替手数料など）が減りましたか。最も当てはまるものをお知らせください。

14.8% 11.1% 40.7% 7.4% 11.1% 14.8%全体
(N=27)

20％程度、経理財務業務が効率化された
10％程度、経理財務業務が効率化された

30％程度、経理財務業務が効率化された

40％程度、経理財務業務が効率化された
50％程度、経理財務業務が効率化された
50％以上、経理財務業務が効率化された

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗では、実際にキャッシュレス決済を導入することによって、どのくらい経理財務業務が効率化され
ましたか。最も当てはまるものをお知らせください。

キャッシュレス決済の導入デメリット
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7.8%

72.8%

キャッシュレス決済の導入を検討し、決済事業者等に話を聞いたことがある

キャッシュレス決済の導入を検討したが、決済事業者等に話を聞いたことはない

キャッシュレス決済の導入を検討したことはない

6.3%

実際にキャッシュレス決済を導入していたが、廃止した

13.1%

【設問文】※キャッシュレス決済手段を未導入の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗では、過去にキャッシュレス決済の導入を検討したことがありますか。最も当てはまるものをお知ら
せください。

N=113

キャッシュレス決済を導入すると、
店舗や事務所での売上管理等の業務が増えるから

決済手数料が高いから

売上が入金されるまでに時間がかかるから

キャッシュレス決済を導入しても、メリットがなさそうだから

10.7%

どのキャッシュレス決済手段を導入すべきか分からない・判断できないから

既存のレジや発券機などを交換・更新する必要があるから

決済端末の導入費用が高いから

不正利用などのリスクに対する不安があるから

店頭のレジ台数が多く、端末の導入費用がかさむから

既存顧客・利用者から
キャッシュレス決済に対応してほしいという要望が少ないから

どの決済事業者と契約すべきか判断ができないから

現金のみで特に困っていないから

自社の商品やサービス取引の形態と合わないから

その他

特に理由はない

49.0%

18.0%

1.5%

6.8%

20.4%

3.4%

8.3%

28.2%

22.3%

4.9%

3.9%

52.9%

1.0%

9.2%

【設問文】※キャッシュレス決済手段を未導入の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、キャッシュレス決済を導入していない理由について、当てはまるものをすべてお知らせください。
また、その中で最も当てはまるものをお知らせください。

【当てはまるものすべて（複数回答）】

1.0%

23.8%

0.5%

0.0%

0.0%

1.5%

4.9%

2.9%

2.4%

1.0%

0.0%

3.4%

1.0%

40.8%

9.2%

【最も当てはまるもの（単一回答）】N=190 N=190
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キャッシュレス決済が使えるか尋ねられたことがある

つり銭がなくなり、困ったことがある

キャッシュレス決済が使えないことで、顧客が購買をやめたことがある

その他

4.4%

25.2%

特に困ったことはない

3.9%

0.0%

70.9%

【設問文】※キャッシュレス決済手段を未導入の店舗
キャッシュレス決済を導入していないことによって、困ったことや不都合などの事象が発生したことはありますか。当てはまるものをすべてお知
らせください。

【当てはまるものすべて（複数回答）】
N=206

複数のキャッシュレス決済に対応する端末の整備

キャッシュレス決済に関する丁寧な説明

複数の決済手段の売上をまとめて管理可能な仕組みの提供

28.6%決済手数料率の引き下げ

顧客からの要望

4.9%

決済端末費用の引き下げ

6.3%

売上振込手数料の引き下げ

売上の入金サイクルの短縮

キャッシュレス決済導入に伴う業務負荷の削減

どのキャッシュレス決済を導入すべきかの手引

売上向上など導入効果の事前の見える化

不正利用発生時の保証

売上データを活用した販促施策の実施

各種審査期間の短縮

不正利用防止対策の強化

その他

2.9%

3.9%

キャッシュレス決済を導入しようとは思わない

15.5%

16.5%

11.2%

4.4%

19.9%

5.8%

6.8%

3.9%

2.9%

4.9%

1.5%

58.3%

【設問文】※キャッシュレス決済手段を未導入の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、どうすればキャッシュレス決済を導入したいと思いますか。当てはまるものをすべてお知らせくだ
さい。また、その中で最も当てはまるものをお知らせください。

【当てはまるものすべて（複数回答）】

0.5%

18.0%

2.4%

1.5%

0.5%

15.0%

0.5%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

58.3%

【最も当てはまるもの（単一回答）】N=206 N=206
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1回あたりの作業時間（分）
（平均値）

レジ現金残高の
確認作業

売上データの集計
作業

金融機関での
現金両替作業
※移動含む

つり銭をレジに
準備する作業

売上金の銀行口
座への入金作業
※移動含む

全体 導入済み 10.0 13.0 17.4 7.9 17.6
未導入 7.4 13.5 15.4 4.9 19.1

【設問文】※全員
あなたがお勤めまたは経営している店舗では、次の各業務について、１回あたりどのくらいの時間がかかっていますか。それぞれあてはまる
数字をお答えください。

(N=660) (N=721) (N=533) (N=688) (N=614)

(N=150) (N=178) (N=124) (N=153) (N=134)

1回あたりの作業時間（分）
（中央値）

レジ現金残高の
確認作業

売上データの集計
作業

金融機関での
現金両替作業
※移動含む

つり銭をレジに
準備する作業

売上金の銀行口
座への入金作業
※移動含む

全体 導入済み 5.0 10.0 15.0 5.0 15.0
未導入 5.0 7.5 15.0 5.0 15.0

(N=660) (N=721) (N=533) (N=688) (N=614)

(N=150) (N=178) (N=124) (N=153) (N=134)

手数料コスト（円/月）
（平均値） 金融機関での現金両替手数料 売上金の銀行口座への

入金手数料
警送会社による現金の
回収・入金機の利用料

全体 導入済み 3274 3715 1955
未導入 2993 4665 101

【設問文】※全員
あなたがお勤めまたは経営している店舗では、金融機関での現金の両替や売上金の入金に、１か月でおおよそどのくらいの手数料が発
生していますか。それぞれあてはまる数字をお答えください。

(N=501) (N=576) (N=726)

(N=127) (N=131) (N=196)

9.7%

全体
（導入済み）(N=825)

（未導入）(N=206)

20.2%

【設問文】※全員
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、現金を安全に取り扱うために、以下のような対策をされていますか。当てはまるものをすべてお
答えください。

【監視カメラによるレジ・現金保管場所の監視】

19.5%

5.8%

8.5%

2.4%

【現金の取扱やセキュリティに関する従業員教育】 【従業員による現金の本部等の拠点への移動】

全体
（導入済み）(N=825)

（未導入）(N=206)

13.7%

6.3%

【一定の金額以上を取り扱える従業員を限定】

18.0%

25.2% 1.1%

0.5%

【レジの中の現金を一定金額以下に保つため現金を回収】 【その他】

【設問文】※全員
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、現金を安全に取り扱うために、以下のような対策をされていますか。当てはまるものをすべてお
答えください。

（未導入）(N=206)

全体
（導入済み）(N=825) 4.5%

1.0%

【設問文】※全員
あなたがお勤めまたは経営している店舗で、過去5年間に現金の取扱に関して次のようなトラブルは生じましたか。当てはまるものをすべて
お知らせください。

【現金の窃盗・強盗】 【従業員による現金の横領】 【事故や災害等による現金の紛失】

6.4%

1.0%

12.5%

3.9%

1.1%

1.0%

【現金の原因不明の紛失】
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（平均値） 「高い」と感じ始める
決済手数料率

「安い」と感じ始める
決済手数料率

「高すぎて導入できな
い」と感じ始める
決済手数料率

「安すぎてサービスに問
題があるのではない
か」と感じ始める
決済手数料率

導入済み 全体 (N=825) 4.4% 1.9% 6.2% 0.6%
未導入 全体 (N=206) 4.5% 1.8% 6.3% 0.7%

【設問文】※全員
キャッシュレス決済の決済手数料について、それぞれあてはまる数字をお答えください（小数点可）。0％～10％の数値にてお答えくださ
い。

（中央値） 「高い」と感じ始める
決済手数料率

「安い」と感じ始める
決済手数料率

「高すぎて導入できな
い」と感じ始める
決済手数料率

「安すぎてサービスに問
題があるのではない
か」と感じ始める
決済手数料率

導入済み 全体 (N=825) 4.0% 2.0% 5.0% 0.5%
未導入 全体 (N=206) 5.0% 2.0% 6.0% 1.0%

5.7%

公開されているのを知っており、事業者との交渉に活用した

86.7%

公開されているのを知っており、見たことはあるが活用したことはない

公開されているのを知っているが、見たことはない

公開されているのを知らない

5.5%

2.0%

【設問文】※全員
キャッシュレス推進協議会にて、加盟店手数料の料率が公開されているのをご存知ですか。最も当てはまるものをお知らせください。

N=1,031
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
キャッシュレス決済が利用された際の紙の店舗控えが発行されない場合、あなたがお勤めまたは経営している店舗にとって、不都合が生
じますか。最も当てはまるものをお知らせください。

21.1% 21.6% 57.3%全体
(N=825)

紙の店舗控えがないと、不都合が生じる
不都合が生じるが、電子データがあれば不都合は生じない

特に不都合は生じない

【設問文】※キャッシュレス決済が利用された際の紙の店舗控えが発行されない場合、紙の店舗控えがないと不都合が生じる、または
不都合が生じるが、電子データがあれば不都合が生じないと回答した店舗
紙の店舗控えが廃止された場合に、不都合が生じる理由についてお知らせください。

N=260

「紙の店舗控の方が内容の確認を迅速に行うことが出来る」「紙の方が管理が楽」
「トラブルの予防やトラブル発生時の対応等のために紙の店舗控が欲しい」
「機器の故障やデータ破損等が心配」「機器の操作に不安がある」

主な不都合の理由
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で導入しているクレジットカード（国際ブランドの非接触決済を含む）で、他の国際ブランドと比
べて加盟店手数料率が高い国際ブランドを利用している場合、その理由について、当てはまるものをすべてお知らせください。

店舗のテナント契約等に基づき、契約する
クレジットカード決済事業者が決められている。

一般的な水準に比べて高いと感じるものの、
契約変更の手間はかけたくない。

加盟店手数料率が高くても、
使用できないと苦情が来る可能性がある。

加盟店手数料率が高くても、そのクレジットカードが
使用不可であることによる機会損失の方が大きいと思うため。

その決済手段を応援している。

商品・サービス価格に転嫁可能であり、
変更する必要性を感じない。

付帯して提供されているサービス（顧客動向の分析）が
有用であるため。

利用率が低いため、負担になっていない。

その他

他の国際ブランドと比べて加盟店手数料率が
高い国際ブランドは利用していない。

10.5%

17.9%

22.8%

4.2%

5.6%

6.0%

0.0%

24.1%

2.0%

23.4%

N=552

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で導入している電子マネーで、他の電子マネーと比べて加盟店手数料率が高い電子マネーを利
用している場合、その理由について、当てはまるものをすべてお知らせください。

付帯して提供されているサービス（顧客動向の分析）が
有用であるため。

16.3%

店舗のテナント契約等に基づき、契約する
電子マネー決済事業者が決められている。 5.4%

加盟店手数料率が高くても、
使用できないと苦情が来る可能性がある。

加盟店手数料率が高くても、その電子マネーが
使用不可であることによる機会損失の方が大きいと思うため。

商品・サービス価格に転嫁可能であり、
変更する必要性を感じない。

その決済手段を応援している。

利用率が低いため、負担になっていない。

一般的な水準に比べて高いと感じるものの、
契約変更の手間はかけたくない。

その他

他の電子マネーと比べて加盟店手数料率が
高い電子マネーは利用していない。

26.1%

5.4%

7.6%

4.3%

0.0%

26.1%

3.3%

23.9%

N=184
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗で導入しているQRコード決済で、他のQRコード決済と比べて加盟店手数料率が高いQRコード
決済を利用している場合、その理由について、当てはまるものをすべてお知らせください。

23.1%

付帯して提供されているサービス（顧客動向の分析）が
有用であるため。

加盟店手数料率が高くても、
使用できないと苦情が来る可能性がある。

商品・サービス価格に転嫁可能であり、
変更する必要性を感じない。

22.7%

加盟店手数料率が高くても、そのQRコードが
使用不可であることによる機会損失の方が大きいと思うため。

一般的な水準に比べて高いと感じるものの、
契約変更の手間はかけたくない。

店舗のテナント契約等に基づき、契約する
QRコード決済事業者が決められている。

その決済手段を応援している。

15.6%

利用率が低いため、負担になっていない。

その他

他のQRコード決済と比べて加盟店手数料率が
高いQRコード決済は利用していない。

4.9%

6.2%

8.4%

5.5%

29.2%

0.0%

2.3%

N=308

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している企業の直近の営業利益率について、最も当てはまるものをお知らせください。

1％以上～2％未満

3％以上～4％未満

0％未満

20％以上

0％以上～1％未満

5％以上～7％未満

4％以上～5％未満

2％以上～3％未満

8.2%

7％以上～10％未満

10％以上～15％未満

15％以上～20％未満

分からない

6.2%

2.9%

1.8%

3.1%

1.8%

3.8%

3.3%

6.3%

8.3%

24.1%

30.3%

N=552
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
前問で決済事業者を変更しない前提の選択肢5. 契約している事業者と交渉する6. 加盟店手数料率が高い決済手段（クレカ等）
について決済可能金額の下限を設定する7. 加盟店手数料率はそのままで、商品やサービスの価格を値上げして対応する8. 加盟店手
数料率はそのままで、それ以外のコストを削減するを選択した理由として、当てはまるものをすべてお知らせください。

現行のキャッシュレス決済事業者の
契約解除の手続きが手間だから。

契約変更の手間はかけたくないため

特定のキャッシュレス決済手段を求める
一定のお客様がいるため

キャッシュレス決済事業者の比較を行う事が手間だから。

その決済手段を応援しているため

新たな機材になる事による
オペレーションの変更が手間だから。

店舗のテナント契約等に基づき、契約する
キャッシュレス決済事業者が決められているため

新たなキャッシュレス決済事業者への
申請・契約等の手続きが手間だから。

顧客動向の分析等追加サービスが
有用であるため。

33.2%

その他

39.8%

4.8%

7.3%

22.1%

19.7%

15.6%

24.9%

0.3%

1.7%

N=289

【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
加盟店手数料率の低減やキャッシュレス決済を利活用するための情報収集について、当てはまるものをすべてお知らせください。

同業者や他業種で進んだ取り組みを取り入れている
事業者との情報交換を行っている

決済事業者の広報情報の収集を行っている

8.5%テレビCMや新聞、雑誌などから情報収集を行っている

情報収集は行っていない

専門のコンサルタントや整理し、
会計士などから情報収集を行っている

52.4%

インターネットやSNSなどから同業者の
取り組みなどの情報収集を行っている

その他

16.3%

21.7%

17.4%

4.9%

0.2%

N=552
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【設問文】※キャッシュレス決済手段を導入済の店舗
あなたがお勤めまたは経営している店舗に適したキャッシュレス決済サービスについて、公共のサービス等で相談できるとしたら何を相談した
いと思いますか。当てはまるものをすべてお知らせください。

23.0%

その他

決済事業者の紹介

手数料の妥当性

その他の契約内容の妥当性

おすすめの周辺サービス

相談したいとは思わない

低コストな決済端末の紹介

43.3%

15.9%

8.2%

26.1%

0.2%

33.9%

N=552
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（参考 18）キャッシュレス決済の中小店舗への更なる普及促進に向けた環境整備検討会  開催状況 
 
第１回 令和３年８月 27 日（金）13:30～15:30 

 日本のキャッシュレスの現状 
 中間整理の振り返り 
 令和３年度事業の全体像 
 検討会のアジェンダ(案) 
 各調査の内容 

 
第２回 令和３年 10 月 18 日（月）14:00～16:30 

 クレジットカード、電子マネー、コード決済に係るコスト構造 
 消費者周知のあり方素案 
 キャッシュレス決済に係る店舗における検証の進捗 
 今後検討会で掘り下げていくべき論点 

 
第３回 令和４年３月２日（水）10:00～13:00 

 キャッシュレス決済のコスト構造 
 キャッシュレス決済の政策的意義 
 キャッシュレス決済加盟店舗等の状況 
 とりまとめ（案） 
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（参考 19）委員／オブザーバー名簿 
委員 
井尾 慎之介 ヘイ株式会社 パートナーリレーションズ本部長 
磯田 太郎 三井住友カード株式会社 経営企画部 部長 
梅澤 拓 長島・大野・常松法律事務所 パートナー弁護士 
江口 法生 一般社団法人 日本スーパーマーケット協会 専務理事 
加藤 正敏 日本商工会議所 中小企業振興部長 
川田 博樹 PayPay 株式会社 CEO 室 室長 
河野 修平 A.T.カーニー株式会社 パートナー 
坂口 康則 株式会社ジェーシービー 総合企画部 部長 
祖山 智幸 東日本旅客鉄道株式会社 MaaS・Suica 推進本部 決済事業部門 次長 
林 秀弥 名古屋大学大学院 法学研究科 教授 
藤原 靜雄 中央大学大学院 法務研究科 教授 
淵田 康之 野村資本市場研究所 シニアフェロー 
柳瀬 隆志 嘉穂無線ホールディングス株式会社 代表取締役社長 
吉村 美衣子 一般社団法人 日本ヒーブ協議会 代表理事 
渡邊 賢 株式会社エヌ・ティ・ティ・データ IT サービス・ペイメント事業本部 
 カード＆ペイメント事業部 戦略・ビジネス企画統括部 統括部長 
渡辺 壮一 ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社 政府渉外部長 
（五十音順・敬称略） 
 
 
オブザーバー 
関係団体 

EC 決済協議会 
一般社団法人 キャッシュレス推進協議会 
一般社団法人 日本クレジット協会 
一般社団法人 日本資金決済業協会 
一般社団法人 Fintech 協会 
日本クレジットカード協会 

 
関係省庁・課室 

金融庁 総合政策局 資金決済モニタリング室 
経済産業省 商務・サービスグループ 商取引監督課 
経済産業省 経済産業政策局 産業資金課 
公正取引委員会 事務総局 取引部 取引調査室 

（五十音順） 

 

 




